
家庭菜園始めました。一期一会
を大切に、業務に臨みます。

笑顔で、皆さまに愛されるよ
うな職員を目指します。

少しでも早く、組合員さんのお
役に立てるように頑張ります ！

安芸地区

10年間サッカー、4年間フットサル
をやっていました。

趣味は旅行です。
笑顔で頑張ります。

力になれるように、
精一杯頑張ります。

慣れないことばかりだと思うので、
1つ1つ丁寧に対応していきます。

趣味はバイクでツーリングする
ことです。よろしくお願いします。

趣味はゲームです。
日々頑張りたいです。

あき支所　信用課

土居 彩乃

４月から新たな仲間が加わりました。どうぞ、よろしくお願いします ！

あき東支所　共済課

恒石 明乙羽

芸西支所　信用共済課

三木 景賀

奈半利支所　信用共済課

小松 駿平

北川支所　信用共済課

小松 彩香

北川支所　信用共済課

小松 千也

室戸支所　信用共済課

山中 海飛

安芸営農経済センター　あき東支所

鳥田 稜

安芸営農経済センター　あき北支所

川井 賢悟

令和2年度新採職員のご紹介！

ど い あや の み き けい かつね いし あ お

こ まつ しゅん ぺい こ まつ かず やこ まつ あや か

やま なか かい と かわ い けん ごとり た りょう

ば



　いろいろなものに興味が出てきて、１人でも
テクテクと歩きまわる、とっても活発な千夏ちゃ
ん。４月から通いだした幼稚園は、千夏ちゃん
以外の同級生６人がみんな男の子で、ますま
すお転婆になりそうな予感・・・！　おもちゃ箱を
ひっくり返したりするやんちゃぶりは、父・奨太
さん譲り。「明るく、元気な女の子に育ってほ
しい」と母・三貴子さんの思い以上にすくすく
と育っています。
　奨太さんと三貴子さんのナスのハウスへ行く
のも好きで、手が届くナスをチョンチョンと触っ
ています。でも野菜を食べるのは、まだ苦手。
両親が育てていることが理解できるようになっ
て、野菜嫌いも克服できるといいね ！

大きな背中を追い続ける
久保田 健介さん（26）

男の子にも負けないお転婆娘
小松 千夏ちゃん 　（１歳11ヶ月）

ち  なつ

釣りに行く前は楽しみで眠れない
竹﨑 知之武さん（72）

　安田町のＪＡサポートハウスで、妻・和美さんと１
作目のナス栽培に奮闘する健介さん。前職の建設
業に就いている時から祖父・騎志夫さんの栽培を
手伝い、本格的な就農を勧められて農業の道へ。
安芸地区園芸研究会の清岡克弘会長のもとで１年
間研修に入り、栽培の基本を習得。清岡会長は、
今でもハウスへ顔を出してアドバイスをくれる心強い
大先輩です。
　「今作はハチの入れ替え時期が遅れてボケ果を
出してしまったので、２作目で改善したい」と課題を
見つめる健介さん。品種も竜馬から慎太郎へ変更
して、再来年以降の栽培へ活かす予定です。「清
岡会長のように一年を通して、平均以上の収量を
確保できるようになりたい」と大きな背中を追い続け
ます。

安田支所管
内より

穴内出張所
管内より田野支所管内より

奈半利支所管内より

川田家に“福”を運ぶ
ふくちゃん ♂（２）
飼い主：川田 瑞穂さん

　ある日、瑞穂さんは自宅のわきに親猫と子猫６匹を
発見 ！  追い出すこともできずに世話をしていると、
親猫と子猫５匹は順々に何処かへ居なくなっていきま
した。一番華奢で貧弱で、自宅から一歩も離れな
かったのがふくちゃんです。犬派だった瑞穂さんに、
「ふくはここへおりたいがよ」と夫・民雄さんが呼びか
け、新しい家族になりました。
　今では瑞穂さんのスマホは、ふくちゃんの可愛い
写真がズラリ ！  かけがえのない家族です。ふくちゃん
がやって来てから、家族に嬉しい出来事があったり、
「ふくちゃん、“福”を分けてね」と書いた年賀状を
送ってくれた友人は宝くじが当選しました ！  みんなに 
“福”を運んで来てくれてありがとう♪

とも   の   ぶ

　「今日はいかんかった」と肩を落としつつも、約50cm
の立派な鯛を釣り上げた知之武さん。釣り歴は30年。
“15歳年下の師匠に勝ちたい ！ ”その熱い思いで努力
を重ね、腕を上げてきました。ピーマン栽培の傍ら、夏
は奈半利川でアユ釣りを、夏以外は船釣りに夢中です。
　「新しく何かを始めるときは上手な師匠に習い、自分
も努力を続けることが大事。仲間同士の情報交換も大
切で、それは釣りも農業も一緒」と話します。家から港
まで３分という近さで、親族も釣り好きが多く、仲間から
の情報も頼りにしています。栽培こよみと同様に釣り日
誌も常に手元において、趣味も仕事も予習復習を惜し
みません。「農作業が忙しくて久しぶりに釣りに行く前
は、楽しみで眠れない」と子どものように無邪気な一面
も見せてくれました。



安芸地区版

地区内のイベントや、地域農家の取り組みなどを紹介します！

地域に愛されて16年
第２・第４火曜は「なぎの市」

来店者でにぎわうなぎの市

地区本部

北川支所

「北川モデル」栽培開始
ユズ専業農家100戸目指す

基盤整備された農地でユズを定植する平岡副支部長

　

北
川
村
で
３
月
末
か
ら
、
新
た
な
農

地
集
約
に
よ
る
ユ
ズ
の
栽
培
が
始
ま
り

ま
し
た
。
事
業
は
「
北
川
モ
デ
ル
」
と

し
て
県
内
外
の
自
治
体
か
ら
の
関
心
も

高
く
、
村
は
１
ヘ
ク
タ
ー
ル
規
模
の
ユ

ズ
専
業
農
家
１
０
０
戸
の
育
成
・
確
保

を
目
指
し
ま
す
。

　

栽
培
が
始
ま
っ
た
の
は
、
農
地
中
間

管
理
機
構
を
介
し
て
基
盤
整
備
さ
れ
た

園
地
。
村
や
個
人
の
所
有
す
る
農
地
を

機
構
が
借
り
受
け
、
県
が
整
備
を
担
い

ま
す
。
機
構
を
介
す
る
こ
と
で
、
基
盤

整
備
の
農
家
負
担
が
な
い
の
が
特
徴
で

す
。
整
備
後
は
、
９
戸
が
５
・
４
ヘ
ク

タ
ー
ル
で
栽
培
す
る
予
定
で
す
。

　

柚
子
部
北
川
支
部
の
平
岡
大
助
副
支

部
長
は
、
規
模
拡
大
に
同
事
業
を
活
用
。

園
地
20
ア
ー
ル
へ
、
苗
１
３
０
本
を
定

植
し
ま
し
た
。
平
岡
副
支
部
長
は
「
地

域
は
山
奥
か
ら
廃
っ
て
い
く
の
で
、
人

が
入
る
こ
と
で
土
地
を
循
環
さ
せ
た

い
」
と
ユ
ズ
と
地
域
を
守
り
ま
す
。

　

同
村
産
業
課
の
三
木
悌
二
課
長
は

「
今
後
も
基
盤
整
備
を
進
め
、
生
産
性

の
高
い
農
地
を
確
保
し
、
栽
培
技
術

の
底
上
げ
を
図
り
た
い
。Ｕ
タ
ー
ン
な

ど
の
新
規
就
農
者
も
育
成
し
、
レ
ベ

ル
の
高
い
専
業
農
家
、
い
わ
ゆ
る
起

業
家
農
業
者
を
確
保
し
た
い
」
と
強

調
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
安
芸
支
部
が
毎
月
第
２
、

第
４
火
曜
日
に
開
く
「
な
ぎ
の
市
」

が
、
開
始
16
年
目
を
迎
え
ま
し
た
。

現
在
で
は
地
域
住
民
や
Ｊ
Ａ
職
員
に

親
し
ま
れ
る
存
在
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

同
市
は
部
員
ら
が
栽
培
し
た
安
全
・

安
心
な
農
産
物
で
、
地
域
の
人
へ
貢

献
し
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
開
始
。

部
員
の
所
得
向
上
に
つ
な
げ
る
と
と

も
に
、
市
を
通
し
て
部
員
の
増
加
も

目
指
し
て
い
ま
す
。
現
在
13
人
の
部

員
ら
が
出
品
登
録
を
し
て
い
ま
す
。

当
日
に
用
意
で
き
る
人
が
、
旬
の
農

産
物
や
手
作
り
の
加
工
品
な
ど
を
並

べ
る
形
で
運
営
し
て
い
ま
す
。

　

４
月
14
日
は
、
今
年
度
初
の
「
な

ぎ
の
市
」
を
開
催
。
旬
の
タ
ケ
ノ
コ

を
は
じ
め
、
ナ
ス
や
ミ
ョ
ウ
ガ
な
ど

農
産
物
の
ほ
か
、
田
舎
寿
司
な
ど
定

番
の
加
工
品
が
並
び
ま
し
た
。
開
店

と
同
時
に
地
域
住
民
や
職
員
ら
が
来

店
し
、
旬
の
農
産
物
は
数
分
で
完
売

し
ま
し
た
。
来
店
客
は
「
魚
の
お
寿

司
が
好
き
で
、
毎
月
楽
し
み
に
し
て

い
る
」「
な
ぎ
の
市
の
日
は
、
時
間
を

合
わ
せ
て
毎
週
来
て
い
る
」
と
買
い

物
を
楽
し
ん
で
い
ま
し
た
。

　

野
町
節
子
支
部
長
は
「
出
品
者
数

は
減
っ
て
き
て
い
る
が
、
で
き
る
だ

け
長
く
続
け
た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

東洋支所地区本部

安芸営農経済センターあき北支所

食の大切さや農家の苦労を実感

　

東
洋
町
立
甲
浦
小
学
校
の
４
年

生
、
同
町
立
野
根
小
学
校
３
、
４

年
生
の
児
童
７
人
は
４
月
20
日
、

同
町
で
田
植
え
に
挑
戦
し
ま
し

た
。
同
町
教
育
委
員
会
の
主
催
で

毎
年
開
い
て
い
ま
す
。

　

児
童
は
原
田
四
郎
さ
ん
の
水
田

で
、
振
興
セ
ン
タ
ー
の
職
員
ら
に

教
わ
り
な
が
ら
、
木
枠
を
使
っ
た

昔
な
が
ら
の
手
作
業
で
植
え
付
け

ま
し
た
。
原
田
さ
ん
と
一
緒
に
田

植
え
機
に
乗
り
、
機
械
で
の
植
え

付
け
も
体
験
。
児
童
は
「
田
植
え

が
大
変
な
の
が
分
か
っ
た
の
で
、

今
度
か
ら
お
米
は
残
さ
ず
に
食
べ

た
い
」
と
話
し
ま
し
た
。

部員へマスク裁縫キット配布

　

こ
う
ち
絆
フ
ァ
ー
ム
は
４
月
１

日
、
安
芸
市
に
多
機
能
型
事
業
所

「
Ｔ
Ｅ
Ａ
Ｍ
あ
き
」
を
開
所
し
ま
し

た
。
地
域
の
障
害
者
や
引
き
こ
も

り
の
人
な
ど
を
対
象
に
、
農
業
分

野
で
の
就
労
を
支
援
し
、
農
福
連

携
の
強
化
を
目
指
し
ま
す
。

　

農
作
業
全
般
を
学
び
農
家
へ
の

一
般
就
労
を
目
指
す
「
就
労
移
行

支
援
」
と
、
袋
詰
め
や
収
穫
な
ど

の
「
就
労
継
続
支
援
Ｂ
型
」
の
福

祉
サ
ー
ビ
ス
を
提
供
し
ま
す
。
施

設
管
理
者
の
石
川
智
さ
ん
は
、「
障

害
者
等
の
働
く
場
所
と
居
場
所
づ

く
り
の
ノ
ウ
ハ
ウ
を
県
内
全
域
に

広
げ
た
い
」
と
意
気
込
み
ま
す
。

新部長に安田支部の西岡幹典さん多機能型事業所「TEAMあき」開所

田植えに挑戦する児童部員にキットを贈る野町支部長㊧

㊧から国沢委員、村上副部長、西岡部長、小松副部長職員のサポートのもと作業に励む利用者

　

青
壮
年
部
は
５
月
１
日
、
あ
き

支
所
で
通
常
総
会
（
書
面
議
決
）

を
開
き
ま
し
た
。
今
年
度
も
、
清

掃
な
ど
の
地
域
貢
献
活
動
の
ほ
か
、

地
元
産
農
産
物
の
Ｐ
Ｒ
と
し
て
昨

年
か
ら
女
性
部
と
合
同
で
始
め
た

「
と
さ
の
さ
と
」
で
の
販
売
イ
ベ
ン

ト
を
定
着
さ
せ
て
い
き
ま
す
。　

　

役
員
改
選
で
は
新
部
長
に
安
田

支
部
の
西
岡
幹
典
さ
ん
、
副
部
長

に
羽
根
支
部
の
村
上
功
二
さ
ん
、

安
芸
支
部
の
小
松
正
純
さ
ん
が
選

任
さ
れ
ま
し
た
。
西
岡
部
長
は

「
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
終
息
し
た

ら
、
積
極
的
に
活
動
し
て
い
き
た

い
」
と
話
し
ま
し
た
。

　

女
性
部
安
芸
支
部
は
４
月
８
日
、

あ
き
支
所
で
開
い
た
通
常
総
会
で
マ

ス
ク
の
裁
縫
キ
ッ
ト
を
部
員
25
人
に

配
布
し
ま
し
た
。

　

キ
ッ
ト
は
野
町
節
子
支
部
長
ら
部

員
３
人
が
作
成
。
手
ぬ
ぐ
い
と
ゴ

ム
、
口
当
た
り
を
良
く
す
る
タ
オ
ル

を
女
性
用
マ
ス
ク
の
サ
イ
ズ
に
切

り
、
作
り
方
を
添
え
て
作
成
し
ま
し

た
。
受
け
取
っ
た
部
員
は
「
材
料
が

全
部
揃
っ
て
い
る
の
で
、
す
ぐ
に
作

れ
そ
う
」
と
喜
ん
で
い
ま
し
た
。

　

野
町
支
部
長
は
「
ま
た
み
ん
な
で

集
ま
っ
て
も
の
づ
く
り
な
ど
を
楽
し

め
る
よ
う
に
、
感
染
予
防
に
役
立
て

て
ほ
し
い
」
と
願
い
ま
す
。



　

施
設
花
き
栽
培
で
は
、
今
作
も
ア
ザ
ミ

ウ
マ
類
、
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
、
ヨ
ト
ウ
類
な
ど

の
害
虫
に
悩
ま
さ
れ
た
の
で
は
な
い
で
し
ょ

う
か
。
特
に
こ
れ
ら
の
害
虫
は
薬
剤
感
受
性

が
低
下
し
、
化
学
農
薬
だ
け
で
発
生
密
度

を
下
げ
る
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
い
ま
す
。

そ
も
そ
も
害
虫
防
除
の
基
本
的
な
考
え
方

と
し
て
、
害
虫
を
「
施
設
内
に
入
れ
な
い
」、

「
施
設
内
で
増
や
さ
な
い
」、「
施
設
内
か
ら

出
さ
な
い
」
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
、
こ
れ
ら
に
対
応
し
た
総
合
的
病

害
虫
管
理（
Ｉ
Ｐ
Ｍ
）技
術
を
実
践
す
る
こ

と
で
、
化
学
農
薬
が
効
き
に
く
い
現
状
で
も

農
作
物
へ
の
被
害
を
抑
え
ら
れ
る
と
と
も

に
、
薬
剤
感
受
性
低
下
の
防
止
対
策
に
直

結
し
ま
す
。

◆
雑
草
の
除
草

　

さ
て
、
ハ
ウ
ス
に
入
っ
て
く
る
害
虫
は
ど

こ
か
ら
来
る
の
で
し
ょ
う
か
。
隣
の
ほ
場
と

い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
が
、
元
を
た
ど
れ

ば
、
ほ
場
周
辺
の
草
む
ら
で
増
え
た
害
虫

が
ハ
ウ
ス
内
に
住
処
を
移
し
て
い
る
こ
と
が

大
半
で
す
。「
施
設
内
に
入
れ
な
い
」
よ
う

に
す
る
に
は
、
施
設
や
ほ
場
の
周
囲
に
生
え

て
い
る
雑
草
を
除
草
す
る
こ
と
は
と
て
も
重

要
で
す
。

　

な
お
、
除
草
す
る
際
に
は
、
住
処
を
追

わ
れ
た
害
虫
が
施
設
内
に
入
ら
な
い
よ
う

に
、
な
る
べ
く
サ
イ
ド
を
閉
め
る
よ
う
に
し

ま
し
ょ
う
。

◆
防
虫
ネ
ッ
ト
の
設
置

　

害
虫
の
被
害
を
出
さ
な
い
よ
う
に
す
る
う

え
で
大
切
な
こ
と
は
、「
施
設
内
に
入
れ
な

い
」
こ
と
で
す
。
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ

ま
で
も
本
誌
で
防
虫
ネ
ッ
ト
の
重
要
性
を
お

伝
え
し
て
き
た
と
こ
ろ
で
す
。
安
芸
地
区
管

内
で
は
、
赤
色
防
虫
ネ
ッ
ト
の
普
及
が
進
ん

で
い
ま
す
。
ま
た
、
光
反
射
資
材
を
織
り
込

ん
だ
防
虫
ネ
ッ
ト
も
少
し
ず
つ
導
入
が
進
ん

で
い
ま
す
。
こ
の
資
材
は
従
来
の
防
虫
ネ
ッ

ト
に
比
べ
て
目
合
い
が
２㎜
×
７㎜
と
大
き
く
、

通
気
性
の
良
い
点
も
好
評
の
よ
う
で
す
。

◆
近
紫
外
線
除
去
フ
ィ
ル
ム
の
導
入

　

防
虫
ネ
ッ
ト
の
他
に
も
「
施
設
内
に
入
れ

な
い
」
方
法
と
し
て
、
近
紫
外
線
除
去
フ
ィ

ル
ム
に
よ
る
被
覆
も
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
や
コ
ナ

ジ
ラ
ミ
類
な
ど
の
昼
行
性
害
虫
に
は
有
効

で
す
。
昆
虫
は
、
近
紫
外
線
除
去
フ
ィ
ル
ム

で
被
覆
し
た
ハ
ウ
ス
内
は
夜
間
の
よ
う
に
見

え
て
し
ま
う
こ
と
か
ら
移
動
を
抑
え
る
効

安芸地区版

安
芸
農
業
振
興
セ
ン
タ
ー
０
８
８
７‐３
４‐０
１
３
８

振
興
セ
ン
タ
ー
だ
よ
り　
　
　

　

土
壌
消
毒
の
効
果
を
高
め
る
た
め
に
は
、

栽
培
終
了
後
に
で
き
る
だ
け
早
く
、
作
物

残
さ
を
腐
ら
せ
る
こ
と
が
必
要
で
す
。
作

物
残
さ
の
分
解
促
進
の
た
め
、
微
生
物
資

材
の
利
用
が
有
効
で
す
。

土
づ
く
り

　

土
づ
く
り
と
は
、
チ
ッ
ソ
や
リ
ン
酸
な

ど
の
養
分
補
給
だ
け
で
な
く
、
輪
作
・
有

機
物
の
施
用
・
深
耕
・
排
水
な
ど
と
い
っ

た
複
合
的
な
対
策
を
行
い
、
作
物
の
根
を

と
り
ま
く
環
境
を
改
善
す
る
こ
と
で
す
。

有
機
物
施
用
に
よ
る
効
果
に
は
、
養
分
の

供
給
や
土
の
物
理
性
の
改
善
の
他
に
、
養

分
の
保
持
・
緩
衝
能（
Ｃ
Ｅ
Ｃ
）の
増
大

な
ど
が
あ
り
ま
す
。
特
に
ハ
ウ
ス
土
壌
で

は
、
有
機
物
の
消
耗
が
激
し
い
の
で
、
有

機
物
を
定
期
的
に
補
給
す
る
必
要
が
あ
り

ま
す
。

　

堆
肥
類
に
お
い
て
は
、
堆
積
期
間
中
に

コ
ガ
ネ
ム
シ
類
の
幼
虫
が
寄
生
し
て
い
る
場

合
や
、
未
分
解
有
機
物
の
心
配
が
あ
る
の

で
、
堆
肥
を
投
入
す
る
と
き
は
湛
水
前
ま

た
は
土
壌
消
毒
前
に
施
用
し
て
く
だ
さ
い
。

稲
ワ
ラ
や
ケ
イ
ン
ト
ッ
プ
、
バ
ー
ク
堆
肥
は

土
壌
の
物
理
性
の
改
善
効
果
が
高
く
、
家

畜
ふ
ん
堆
肥
は
肥
料
効
果
が
高
い
で
す
。

目
的
に
合
っ
た
有
機
資
材
を
使
用
し
、
施

用
す
る
際
に
は
土
壌
分
析
を
行
っ
て
、
投

入
量
を
検
討
し
て
く
だ
さ
い
。

ナ
ス

ハ
ウ
ス
終
了
時
の
注
意
点

　

収
穫
も
終
盤
に
な
っ
て
き
ま
し
た
。

収
穫
の
終
了
時
か
ら
、
次
作
の
準
備

を
始
め
ま
し
ょ
う
。

安芸営農経済センター
営農指導課
安芸ブロック
樋口　敦勇

ハ
ウ
ス
蒸
し
込
み
処
理

　

収
穫
が
終
わ
っ
た
ハ
ウ
ス
は
、
次
作
へ
の

病
害
虫
の
持
ち
越
し
や
近
隣
の
農
作
物
へ

の
影
響
も
考
慮
し
、
晴
天
日
に
ハ
ウ
ス
を

密
閉
し
て
、
蒸
し
込
み
を
行
い
ま
し
ょ
う

（
ハ
ウ
ス
野
菜
栽
培
管
理
こ
よ
み
資
料
３-

１
参
照
）。
特
に
コ
ナ
ジ
ラ
ミ
類
や
黄
化
え

そ
病
を
伝
搬
す
る
ア
ザ
ミ
ウ
マ
類
は
、
ハ
ウ

ス
の
蒸
し
込
み
処
理
に
よ
り
、
ハ
ウ
ス
外
へ

の
飛
散
を
防
ぎ
ま
し
ょ
う
。

作
物
残
さ
処
理

　

青
枯
病
、
フ
ザ
リ
ウ
ム
立
枯
病
な
ど
の

罹
病
株
は
圃
場
外
へ
持
ち
出
し
菌
密
度
の

低
下
を
図
り
、
圃
場
外
へ
持
ち
出
す
際
に

は
、
焼
却
場
の
利
用
な
ど
残
さ
を
そ
の
ま

ま
放
置
せ
ず
適
切
に
処
理
し
ま
し
ょ
う
。

作
物
残
さ
の
分
解
処
理

　

次
年
度
の
作
へ
病
害
虫
を
持
ち
越
さ
な

い
た
め
に
、
現
在
で
は
薬
剤
に
よ
る
土
壌

消
毒
や
太
陽
熱
処
理
、
土
壌
還
元
法
な
ど

様
々
な
方
法
が
な
さ
れ
て
い
ま
す
。
こ
れ

ら
を
行
う
場
合
に
、
作
物
の
残
さ
や
根
等

が
残
っ
て
い
る
と
、
薬
剤
や
熱
が
細
胞
内
へ

届
き
に
く
く
な
り
、
土
壌
消
毒
の
効
果
は

著
し
く
低
下
し
ま
す
。

　

梅
雨
入
り
す
る
と
雨
が
増
え
、

気
温
の
上
昇
に
伴
い
病
害
虫
が
発
生

し
や
す
い
の
で
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　【
生
理
落
果
】
旧
葉
の
落
葉
が
多
い
園

地
な
ど
で
は
、
旧
葉
か
ら
の
養
分
の
供

給
が
不
足
し
、
新
葉
と
花
と
の
養
分
の

競
合
が
起
こ
り
、
生
理
落
果
を
助
長
す

る
と
考
え
ら
れ
ま
す
。
気
温
や
日
照
も

影
響
し
、
生
理
落
果
期
に
25
℃
以
上
の

気
温
の
日
や
曇
天
が
続
く
と
生
理
落
果

が
増
加
し
ま
す
。
特
に
平
均
気
温
よ
り

も
２
℃
高
く
な
る
と
落
果
率
が
高
く
な

る
傾
向
が
あ
り
ま
す
。

【
黒
点
病
】
被
害
果
は
病
菌
密
度
で
症

状
が
異
な
り
、
黒
点
型
、
涙
斑
型
、
泥

塊
型
と
な
り
ま
す
。
防
除
対
策
は
、
生

育
期
を
通
し
て
枯
れ
枝
を
除
去
、
適
期

に
薬
剤
散
布
す
る
事
が
重
要
で
す
。
梅

雨
入
り
前
に
１
回
、
そ
の
後
は
ダ
イ
セ
ン

類
な
ど
で
２
０
０
〜
２
５
０
㎜
の
降
雨
後

ご
と
に
散
布
を
行
な
い
ま
す
。

【
か
い
よ
う
病
】
枝
葉
の
病
斑
で
越
冬

し
春
先
か
ら
の
降
雨
に
よ
っ
て
伝
染
し
ま

す
。
伝
染
は
新
葉
、
幼
果
、
夏
秋
梢
葉

の
若
い
組
織
で
起
こ
り
や
す
く
、
樹
齢

の
若
い
樹
や
軟
弱
徒
長
の
樹
で
発
病
が

多
く
な
り
ま
す
。
防
除
対
策
は
、
防
風

対
策
や
発
病
枝
の
剪
除
、
ミ
カ
ン
ハ
モ

グ
リ
ガ
の
防
除
の
徹
底
。
ま
た
、
強
風

雨
を
伴
う
前
線
や
台
風
の
襲
来
前
の
予

防
散
布
が
有
効
で
す
。

【
ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
】
葉
で
は
６
月
中

旬
頃
か
ら
急
激
に
増
殖
を
始
め
、
６
月

下
旬
〜
７
月
に
最
も
密
度
が
高
く
な
り

ま
す
。
夏
場
に
高
温
・
乾
燥
し
た
年
は
、

翌
年
も
同
じ
場
所
で
発
生
す
る
可
能
性

が
高
い
の
で
注
意
し
て
防
除
を
行
な
っ
て

く
だ
さ
い
。

【
そ
の
他
病
害
虫
】
６
月
は
カ
ミ
キ
リ

ム
シ
類
や
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
等
の
防
除

適
期
な
の
で
防
除
を
徹
底
し
ま
し
ょ
う
。

「
防
除
薬
剤
例
」

ミ
カ
ン
サ
ビ
ダ
ニ
・
チ
ャ
ノ
ホ
コ
リ
ダ
ニ

ア
グ
リ
メ
ッ
ク
２
０
０
０
倍

（
６　

ア
ベ
ル
メ
ク
チ
ン
系
）

ゴ
マ
ダ
ラ
カ
ミ
キ
リ
・
カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類

モ
ス
ピ
ラ
ン
顆
粒
水
溶
剤

２
０
０
０
〜
４
０
０
０
倍

（
４
Ａ　

ネ
オ
ニ
コ
チ
ノ
イ
ド
系
）

カ
イ
ガ
ラ
ム
シ
類
・
ア
ブ
ラ
ム
シ
類

ト
ラ
ン
ス
フ
ォ
ー
ム
フ
ロ
ア
ブ
ル
２
０
０
０
倍

（
４
Ｃ　

ス
ル
ホ
キ
シ
イ
ミ
ン
系
）

※ 

同
一
系
統
薬
剤
の
連
用
は
避
け
、
異

な
っ
た
系
統
の
薬
剤
で
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン

散
布
を
行
い
ま
し
ょ
う
。

カ
ン
キ
ツ

安芸営農経済センター
営農指導課
山影　学

病
害
虫
防
除

門
田　

太
志

「
花
き
栽
培
こ
そ
積
極
的
な

　
　
　
　
　

Ｉ
Ｐ
Ｍ
技
術
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
」パ
ー
ト
２

果
が
あ
り
ま
す
。
施
設
花
き
栽
培
で
は
、

近
紫
外
線
除
去
フ
ィ
ル
ム
が
花
の
発
色
に
影

響
す
る
こ
と
を
懸
念
す
る
声
が
あ
り
ま
す

が
、
高
知
県
農
業
技
術
セ
ン
タ
ー
の
試
験
結

果
で
は
、
花
色
な
ど
の
切
り
花
品
質
へ
の
影

響
は
ほ
と
ん
ど
な
い
と
い
う
こ
と
が
わ
か
っ
て

い
ま
す
。
不
安
な
方
は
、
連
棟
ハ
ウ
ス
の
サ

イ
ド
際
の
棟
だ
け
に
被
覆
し
て
、
効
果
を
確

認
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

◆
交
信
か
く
乱
剤
の
導
入

　

安
芸
地
区
管
内
の
施
設
栽
培
で
は
、
栽

培
直
後
か
ら
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
の
被
害
が
発

生
し
ま
す
が
、
こ
こ
数
年
で
薬
剤
感
受
性
の

低
下
が
問
題
と
な
っ
て
お
り
、
駆
使
し
き
れ

ず
に
施
設
内
で
繁
殖
し
、
栽
培
終
了
時
ま

で
多
大
な
被
害
を
受
け
る
事
例
が
発
生
し

て
い
ま
す
。
そ
の
た
め
、「
施
設
内
で
増
や

さ
な
い
」
こ
と
が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
交
信
か
く
乱

剤
の
導
入
を
お
す
す
め
し
て
い
ま
す
。
剤
の

特
性
上
、
卵
や
幼
虫
が
死
滅
す
る
訳
で
は

あ
り
ま
せ
ん
が
、
成
虫
の
交
尾
を
阻
害
し
、

世
代
交
代
を
さ
せ
な
い
こ
と
で
、
個
体
数
を

減
少
さ
せ
ま
す
。
ハ
ス
モ
ン
ヨ
ト
ウ
に
卓
効

を
示
す
薬
剤
が
な
い
状
況
で
あ
れ
ば
、
極
め

て
有
効
な
手
段
に
な
り
ま
す
。

◆
栽
培
終
了
直
後
の
蒸
し
込
み
処
理

　

栽
培
終
了
時
に
害
虫
が
増
え
た
状
態
で
ハ

ウ
ス
を
開
放
し
て
し
ま
う
と
、
栽
培
を
終
え

て
い
な
い
周
囲
の
ハ
ウ
ス
や
露
地
作
物
の
ほ
場

に
飛
び
込
み
、
次
の
住
処
と
な
っ
て
被
害
を

出
し
、
迷
惑
を
か
け
て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、

栽
培
期
間
中
に
薬
剤
感
受
性
の
低
下
し
た
害

虫
が
ハ
ウ
ス
外
に
出
て
、
次
作
に
ハ
ウ
ス
内
に

飛
び
込
ま
れ
て
し
ま
う
と
既
存
の
薬
剤
散
布

に
よ
る
防
除
が
難
し
く
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら

の
理
由
で
、「
施
設
内
か
ら
出
さ
な
い
」
こ
と

が
重
要
に
な
り
ま
す
。

　

そ
こ
で
振
興
セ
ン
タ
ー
で
は
、
こ
れ
ら
の

問
題
へ
の
対
策
と
し
て
栽
培
終
了
後
の
残
渣

を
持
ち
出
す
前
に
ハ
ウ
ス
を
７
日
程
度
密
閉

す
る
（
ハ
ウ
ス
内
温
度
が
45
℃
以
上
を
７
日

間
継
続
）
蒸
し
込
み
を
推
奨
し
て
い
ま
す
。

経
費
も
あ
ま
り
必
要
と
し
な
い
点
も
魅
力
で

す
。
す
で
に
多
く
の
生
産
者
が
こ
の
蒸
し
込

み
処
理
を
実
践
し
て
い
ま
す
が
、
地
域
全
体

と
し
て
取
り
組
ん
で
い
く
こ
と
で
、
よ
り
い
っ

そ
う
の
効
果
が
期
待
で
き
ま
す
。




